
(57)【要約】

【課題】加工工程を簡略化し得る。機械的面取り工程に

伴うアルカリ洗浄工程を抑制し、このアルカリ洗浄工程

を起因とする金属汚染を低減する。

【解決手段】本発明のシリコンウェーハの加工方法は、

単結晶インゴットをスライスして薄円板状のウェーハを

得る工程１１と、ウェーハ表面を研削して平面化する工

程１３と、ウェーハをアルカリ洗浄して機械加工の汚れ

を除去する工程１４と、複数のエッチング槽に酸エッチ

ング液とアルカリエッチング液をそれぞれ貯え、ウェー

ハを酸エッチング液とアルカリエッチング液とに順次浸

漬する工程１６とを含み、工程１１と工程１３との間に

ウェーハをフッ酸及び硝酸をその体積比（ＨＦ／ＨＮＯ

３ ）が１／２～１／８の割合で含む酸溶液に浸漬して、

ウェーハ表裏面に形成された加工変質層を除去するとと

もにウェーハ周辺部の面取りを行う工程１２を含む。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
単 結 晶 イ ン ゴ ッ ト を ス ラ イ ス し て 薄 円 板 状 の ウ ェ ー ハ を 得 る ス ラ イ ス 工 程 （ １ １ ） と 、
前 記 ウ ェ ー ハ 表 面 を 研 削 し て 平 面 化 す る ラ ッ ピ ン グ 工 程 （ １ ３ ） と 、
前 記 ウ ェ ー ハ を ア ル カ リ 洗 浄 し て 機 械 加 工 の 汚 れ を 除 去 す る ア ル カ リ 洗 浄 工 程 （ １ ４ ） と
、
複 数 の エ ッ チ ン グ 槽 に 酸 エ ッ チ ン グ 液 と ア ル カ リ エ ッ チ ン グ 液 を そ れ ぞ れ 貯 え 、 前 記 ウ ェ
ー ハ を 酸 エ ッ チ ン グ 液 と ア ル カ リ エ ッ チ ン グ 液 と に 順 次 浸 漬 す る エ ッ チ ン グ 工 程 （ １ ６ ）
と
を 含 む シ リ コ ン ウ ェ ー ハ の 加 工 方 法 に お い て 、
前 記 ス ラ イ ス 工 程 （ １ １ ） と 前 記 ラ ッ ピ ン グ 工 程 （ １ ３ ） と の 間 に 前 記 ウ ェ ー ハ を フ ッ 酸
及 び 硝 酸 を そ の 体 積 比 （ Ｈ Ｆ ／ Ｈ Ｎ Ｏ ３ ） が １ ／ ２ ～ １ ／ ８ の 割 合 で 含 む 酸 溶 液 に 浸 漬 し
て 、 前 記 ウ ェ ー ハ 表 裏 面 に 形 成 さ れ た 加 工 変 質 層 を 除 去 す る と と も に 前 記 ウ ェ ー ハ 周 辺 部
の 面 取 り を 行 う 工 程 （ １ ２ ） を 含 む
こ と を 特 徴 と す る シ リ コ ン ウ ェ ー ハ の 加 工 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
フ ッ 酸 及 び 硝 酸 を 含 む 酸 溶 液 の エ ッ チ ン グ レ ー ト を シ リ コ ン ウ ェ ー ハ の 表 面 と 裏 面 を 合 わ
せ た 合 計 で ０ ． １ μ ｍ ／ 秒 ～ １ ． ０ μ ｍ ／ 秒 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 加 工 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
エ ッ チ ン グ 工 程 （ １ ６ ） が 酸 エ ッ チ ン グ （ １ ６ ａ ） の 後 に ア ル カ リ エ ッ チ ン グ （ １ ６ ｂ ）
が 行 わ れ 、
ア ル カ リ エ ッ チ ン グ 液 の 濃 度 を ８ ｍ ｏ ｌ ／ ｌ 以 上 と し 、 か つ 酸 エ ッ チ ン グ の エ ッ チ ン グ レ
ー ト を シ リ コ ン ウ ェ ー ハ の 表 面 と 裏 面 を 合 わ せ た 合 計 で ０ ． ２ μ ｍ ／ 秒 以 上 と す る 請 求 項
１ 記 載 の 加 工 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 各 種 機 械 加 工 に お い て 洗 浄 に 起 因 す る 金 属 汚 染 を 抑 制 し 得 る シ リ コ ン ウ ェ ー ハ
の 加 工 方 法 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
一 般 的 な シ リ コ ン ウ ェ ー ハ を 加 工 す る プ ロ セ ス と し て 以 下 の よ う な 工 程 が 開 示 さ れ て い る
（ 例 え ば 、 非 特 許 文 献 １ 参 照 。 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
引 上 げ ら れ た シ リ コ ン 単 結 晶 棒 は 先 端 部 及 び 終 端 部 を 切 断 し た 後 、 い く つ か の ブ ロ ッ ク に
切 断 す る 。 そ し て 目 標 と す る 直 径 近 傍 ま で 外 周 を 研 削 し た 後 、 所 定 の 結 晶 方 位 に オ リ エ ン
テ ー シ ョ ン フ ラ ッ ト 又 は ノ ッ チ を 形 成 す る 。 こ の よ う に し て 形 成 さ れ た 単 結 晶 イ ン ゴ ッ ト
は 、 先 ず 、 図 ２ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 棒 軸 方 向 に 対 し て 所 定 角 度 を も っ て ブ レ ー ド に よ り
円 盤 状 に 薄 く 輪 切 り に し て 、 複 数 枚 の シ リ コ ン ウ ェ ー ハ を 形 成 す る （ 工 程 １ ） 。 図 ２ （ ｂ
） に 図 ２ （ ａ ） の 各 工 程 を 終 え た シ リ コ ン ウ ェ ー ハ の 断 面 図 を 示 す 。
得 ら れ た シ リ コ ン ウ ェ ー ハ は 外 周 研 削 や ス ラ イ ス 工 程 １ 等 に よ り 付 着 し た 油 分 を 取 除 く た
め 、 例 え ば ア ル カ リ 系 界 面 活 性 剤 に よ る 洗 浄 が 施 さ れ る （ 工 程 ２ ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
次 い で 、 ウ ェ ー ハ 加 工 プ ロ セ ス や デ バ イ ス 製 造 プ ロ セ ス で は 、 ウ ェ ー ハ は ロ ボ ッ ト 等 に よ
り 自 動 的 搬 送 が 繰 り 返 さ れ る 。 ウ ェ ー ハ 周 縁 は 切 断 さ れ た ま ま の 直 角 の 状 態 だ と 欠 け や チ
ッ プ が 生 じ 易 く 、 搬 送 時 の 衝 撃 で 生 じ る シ リ コ ン 微 粉 は ウ ェ ー ハ 表 面 を 傷 つ け た り す る 。
こ の よ う な 欠 け や チ ッ プ を 防 ぐ た め に 、 シ リ コ ン ウ ェ ー ハ の 周 縁 部 は 、 ダ イ ヤ モ ン ド 砥 石
を 用 い た 研 削 等 に よ り 機 械 的 に 面 取 り （ ベ ベ リ ン グ ； ｂ ｅ ｖ ｅ ｌ ｌ ｉ ｎ ｇ ） 加 工 さ れ る （
工 程 ３ ） 。 こ の 面 取 り 工 程 ３ は 、 そ の 後 に 続 く 工 程 に お い て 施 さ れ る エ ピ タ キ シ ャ ル 成 長
や フ ォ ト レ ジ ス ト を 塗 布 す る 際 に シ リ コ ン ウ ェ ー ハ の 周 縁 が 異 常 成 長 す る （ ク ラ ウ ン 発 生
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） 現 象 を 防 止 す る こ と に も 効 果 的 で あ る 。 面 取 り 工 程 ３ を 終 え た ウ ェ ー ハ は ア ル カ リ 洗 浄
が 施 さ れ る （ 工 程 ４ ） 。 こ の 工 程 ４ で は 面 取 り 工 程 ３ に よ り 生 じ る 機 械 加 工 の 汚 れ を 除 去
す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
次 に 、 ス ラ イ ス 工 程 ３ に よ っ て 生 じ た ウ ェ ー ハ 表 面 の 加 工 変 質 層 を 研 削 し 、 表 面 の 平 坦 度
と ウ ェ ー ハ の 平 行 度 を 高 め る （ 工 程 ５ ） 。 ラ ッ ピ ン グ 工 程 ５ を 終 え た ウ ェ ー ハ は ア ル カ リ
洗 浄 が 施 さ れ る （ 工 程 ６ ） 。 こ の 工 程 ６ で は ラ ッ ピ ン グ 工 程 ５ に よ り 生 じ る 機 械 加 工 の 汚
れ を 除 去 す る 。
次 に 、 ラ ッ ピ ン グ 工 程 ５ を 終 え た ウ ェ ー ハ の 周 縁 部 に 更 に 正 面 取 り が 施 さ れ る （ 工 程 ７ ）
。 正 面 取 り 工 程 ７ を 終 え た ウ ェ ー ハ は ア ル カ リ 洗 浄 が 施 さ れ る （ 工 程 ８ ） 。 こ の 工 程 ８ で
は 正 面 取 り 工 程 ７ に よ り 生 じ る 機 械 加 工 の 汚 れ を 除 去 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
続 い て 、 ウ ェ ー ハ を 酸 エ ッ チ ン グ 液 に よ っ て エ ッ チ ン グ す る （ 工 程 ９ ） 。 こ の 工 程 ９ で は
上 述 し た 機 械 加 工 に よ り ウ ェ ー ハ 表 裏 面 に 生 じ た 加 工 変 質 層 を 完 全 に 除 去 す る 。
こ の よ う に 加 工 さ れ た ウ ェ ー ハ は 、 図 示 し な い が 、 研 磨 工 程 や 、 熱 処 理 工 程 、 鏡 面 研 磨 工
程 、 洗 浄 工 程 等 を 経 て デ バ イ ス 製 造 プ ロ セ ス へ と 送 ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 非 特 許 文 献 １ 】
志 村 史 夫 著 、 「 半 導 体 シ リ コ ン 結 晶 工 学 」 、 丸 善 株 式 会 社 、 平 成 ５ 年 ９ 月 ３ ０ 日 発 行 、 ｐ
１ ０ ４
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し 、 非 特 許 文 献 １ に 示 さ れ る よ う な 従 来 よ り 施 さ れ て き た 加 工 工 程 で は 、 面 取 り 工 程
３ や 正 面 取 り 工 程 ７ の よ う な 機 械 的 な 面 取 り を 施 し た 後 に は 機 械 加 工 に 伴 う 汚 れ を 除 去 す
る た め 必 ず ア ル カ リ 洗 浄 工 程 を 施 す 必 要 が あ っ た た め 、 こ の ア ル カ リ 洗 浄 工 程 で 使 用 さ れ
る 薬 液 中 に 含 ま れ る 不 純 物 に よ る 汚 染 、 特 に 金 属 汚 染 が 問 題 と な っ て い た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
本 発 明 の 目 的 は 、 加 工 工 程 を 簡 略 化 し 得 る シ リ コ ン ウ ェ ー ハ の 加 工 方 法 を 提 供 す る こ と に
あ る 。
本 発 明 の 別 の 目 的 は 、 機 械 的 面 取 り 工 程 に 伴 う ア ル カ リ 洗 浄 工 程 を 抑 制 し 、 こ の ア ル カ リ
洗 浄 工 程 を 起 因 と す る 金 属 汚 染 を 低 減 す る 、 シ リ コ ン ウ ェ ー ハ の 加 工 方 法 を 提 供 す る こ と
に あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
請 求 項 １ に 係 る 発 明 は 、 図 １ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 単 結 晶 イ ン ゴ ッ ト を ス ラ イ ス し て 薄 円
板 状 の ウ ェ ー ハ を 得 る ス ラ イ ス 工 程 １ １ と 、 ウ ェ ー ハ 表 面 を 研 削 し て 平 面 化 す る ラ ッ ピ ン
グ 工 程 １ ３ と 、 ウ ェ ー ハ を ア ル カ リ 洗 浄 し て 機 械 加 工 の 汚 れ を 除 去 す る ア ル カ リ 洗 浄 工 程
１ ４ と 、 複 数 の エ ッ チ ン グ 槽 に 酸 エ ッ チ ン グ 液 と ア ル カ リ エ ッ チ ン グ 液 を そ れ ぞ れ 貯 え 、
ウ ェ ー ハ を 酸 エ ッ チ ン グ 液 と ア ル カ リ エ ッ チ ン グ 液 と に 順 次 浸 漬 す る エ ッ チ ン グ 工 程 １ ６
と を 含 む シ リ コ ン ウ ェ ー ハ の 加 工 方 法 の 改 良 で あ る 。
そ の 特 徴 あ る 構 成 は 、 ス ラ イ ス 工 程 １ １ と ラ ッ ピ ン グ 工 程 １ ３ と の 間 に ウ ェ ー ハ を フ ッ 酸
及 び 硝 酸 を そ の 体 積 比 （ Ｈ Ｆ ／ Ｈ Ｎ Ｏ ３ ） が １ ／ ２ ～ １ ／ ８ の 割 合 で 含 む 酸 溶 液 に 浸 漬 し
て 、 ウ ェ ー ハ 表 裏 面 に 形 成 さ れ た 加 工 変 質 層 を 除 去 す る と と も に ウ ェ ー ハ 周 辺 部 の 面 取 り
を 行 う 工 程 １ ２ を 含 む と こ ろ に あ る 。
請 求 項 １ に 係 る 発 明 で は 、 従 来 施 さ れ て い た 機 械 的 面 取 り 工 程 に 代 わ っ て ウ ェ ー ハ を フ ッ
酸 及 び 硝 酸 を そ の 体 積 比 （ Ｈ Ｆ ／ Ｈ Ｎ Ｏ ３ ） が １ ／ ２ ～ １ ／ ８ の 割 合 で 含 む 酸 溶 液 に 浸 漬
す る 工 程 １ ２ を 施 す こ と に よ り 、 加 工 変 質 層 の 除 去 と 面 取 り を 同 時 に 行 う こ と が で き る た
め 、 加 工 工 程 を 簡 略 化 で き る 。 ま た 機 械 的 面 取 り 工 程 に 伴 う ア ル カ リ 洗 浄 工 程 を 抑 制 す る
こ と が で き る た め 、 こ の ア ル カ リ 洗 浄 工 程 を 起 因 と す る 金 属 汚 染 、 特 に Ｃ ｕ 汚 染 が 低 減 さ
れ る 。
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【 ０ ０ １ １ 】
請 求 項 ２ に 係 る 発 明 は 、 請 求 項 １ に 係 る 発 明 で あ っ て 、 フ ッ 酸 及 び 硝 酸 を 含 む 酸 溶 液 の エ
ッ チ ン グ レ ー ト を シ リ コ ン ウ ェ ー ハ の 表 面 と 裏 面 を 合 わ せ た 合 計 で ０ ． １ μ ｍ ／ 秒 ～ １ ．
０ μ ｍ ／ 秒 と す る 加 工 方 法 で あ る 。
請 求 項 ３ に 係 る 発 明 は 、 請 求 項 １ に 係 る 発 明 で あ っ て 、 エ ッ チ ン グ 工 程 １ ６ が 酸 エ ッ チ ン
グ １ ６ ａ の 後 に ア ル カ リ エ ッ チ ン グ １ ６ ｂ が 行 わ れ 、 ア ル カ リ エ ッ チ ン グ 液 の 濃 度 を ８ ｍ
ｏ ｌ ／ ｌ 以 上 と し 、 か つ 酸 エ ッ チ ン グ の エ ッ チ ン グ レ ー ト を シ リ コ ン ウ ェ ー ハ の 表 面 と 裏
面 を 合 わ せ た 合 計 で ０ ． ２ μ ｍ ／ 秒 以 上 と す る 加 工 方 法 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
次 に 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。
先 ず 、 育 成 さ れ た シ リ コ ン 単 結 晶 棒 は 、 先 端 部 及 び 終 端 部 を 切 断 し 、 更 に 幾 つ か の ブ ロ ッ
ク に 切 断 す る 。 こ の ブ ロ ッ ク 体 の 外 周 を 研 削 し て 直 径 を 均 一 に す る 。 特 定 の 結 晶 方 位 を 示
す た め に 、 こ の ブ ロ ッ ク 体 に オ リ エ ン テ ー シ ョ ン フ ラ ッ ト や ノ ッ チ を 施 し て 単 結 晶 イ ン ゴ
ッ ト と す る 。 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン フ ラ ッ ト や ノ ッ チ は デ バ イ ス プ ロ セ ス に お け る マ ス ク 合
わ せ 等 の 位 置 の 基 準 に 使 用 さ れ る 。 こ の プ ロ セ ス の 後 、 図 １ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 単 結 晶
イ ン ゴ ッ ト は 棒 軸 方 向 に 対 し て 所 定 角 度 を も っ て ブ レ ー ド に よ り 円 盤 状 に 薄 く 輪 切 り に し
て 、 複 数 枚 の シ リ コ ン ウ ェ ー ハ を 形 成 す る （ 工 程 １ １ ） 。 図 １ （ ｂ ） に 図 １ （ ａ ） の 各 工
程 を 終 え た シ リ コ ン ウ ェ ー ハ の 断 面 図 を 示 す 。
ス ラ イ ス さ れ た ウ ェ ー ハ 周 縁 は 、 切 断 さ れ た ま ま の 直 角 の 状 態 で あ る た め 、 従 来 は ウ ェ ー
ハ の 周 辺 部 の 欠 け や チ ッ プ を 防 止 す る た め に ウ ェ ー ハ 周 辺 に 面 取 り 加 工 を 施 し て い た が 、
本 発 明 の 加 工 方 法 で は フ ッ 酸 及 び 硝 酸 を そ の 体 積 比 （ Ｈ Ｆ ／ Ｈ Ｎ Ｏ ３ ） が １ ／ ２ ～ １ ／ ８
の 割 合 で 含 む 酸 溶 液 に ウ ェ ー ハ を 浸 漬 し て 、 外 周 研 削 や ス ラ イ ス 工 程 １ １ 等 の 機 械 加 工 に
よ り ウ ェ ー ハ 表 裏 面 に 形 成 さ れ た 加 工 変 質 層 を 除 去 す る と と も に ウ ェ ー ハ 周 縁 部 の 面 取 り
を 行 う （ 工 程 １ ２ ） 。 こ の フ ッ 酸 及 び 硝 酸 を そ の 体 積 比 （ Ｈ Ｆ ／ Ｈ Ｎ Ｏ ３ ） が １ ／ ２ ～ １
／ ８ の 割 合 で 含 む 酸 溶 液 に よ り 、 ウ ェ ー ハ 表 裏 面 の 加 工 変 質 層 の 一 部 が 除 去 さ れ 、 ウ ェ ー
ハ 周 縁 が 面 取 り さ れ る 。 フ ッ 酸 及 び 硝 酸 を 含 む 混 合 液 の 比 率 に よ っ て ウ ェ ー ハ 周 縁 部 の 形
状 を 加 工 す る こ と が 可 能 な た め 、 機 械 的 な 面 取 り 加 工 を 施 し た 後 の ウ ェ ー ハ 周 縁 と 同 様 の
形 状 が 得 ら れ る 。 従 来 ウ ェ ー ハ の 加 工 に 施 し て い た 機 械 的 面 取 り 工 程 を こ の 工 程 １ ２ で 置
き 換 え る こ と が で き る た め 、 機 械 的 面 取 り 工 程 に 伴 う ア ル カ リ 洗 浄 を 抑 制 で き る 。 フ ッ 酸
及 び 硝 酸 の 体 積 比 （ Ｈ Ｆ ／ Ｈ Ｎ Ｏ ３ ） が １ ／ ２ 未 満 、 即 ち 硝 酸 の 割 合 が 少 な い と エ ッ チ ン
グ レ ー ト が 速 す ぎ て 面 内 厚 さ 分 布 が 悪 化 し 、 大 き な う ね り が 発 生 す る 。 ま た 、 面 内 形 状 の
制 御 性 が 難 し く な る 。 フ ッ 酸 及 び 硝 酸 の 体 積 比 （ Ｈ Ｆ ／ Ｈ Ｎ Ｏ ３ ） が １ ／ ８ を 越 え る 、 即
ち 硝 酸 の 割 合 が 多 い と エ ッ チ ン グ レ ー ト が 遅 く 、 エ ッ チ ン グ に 時 間 が か か り す ぎ る た め 実
用 的 で は な い 。 酸 溶 液 に 含 ま れ る フ ッ 酸 及 び 硝 酸 の 体 積 比 （ Ｈ Ｆ ／ Ｈ Ｎ Ｏ ３ ） は １ ／ ５ の
割 合 が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
な お 、 ア ル カ リ エ ッ チ ン グ 液 を 用 い る こ と に よ っ て も ウ ェ ー ハ 周 縁 を 面 取 り す る こ と は 可
能 で あ る が 、 機 械 加 工 直 後 の ウ ェ ー ハ に 対 し て 金 属 不 純 物 が 多 く 含 ま れ て い る Ｋ Ｏ Ｈ や Ｎ
ａ Ｏ Ｈ 等 の 薬 液 で エ ッ チ ン グ す る こ と は 、 ウ ェ ー ハ の 表 面 、 更 に は バ ル ク 中 に 金 属 不 純 物
を 拡 散 さ せ る 懸 念 が あ る た め 、 酸 エ ッ チ ン グ を 用 い る 方 が 好 ま し い 。 ま た 、 ス ル ー プ ッ ト
も エ ッ チ ン グ レ ー ト の 低 い ア ル カ リ は 不 向 き で あ る 。
こ の フ ッ 酸 及 び 硝 酸 を 含 む 酸 溶 液 の エ ッ チ ン グ レ ー ト を ウ ェ ー ハ の 表 面 と 裏 面 を 合 わ せ た
合 計 で ０ ． １ μ ｍ ／ 秒 ～ １ ． ０ μ ｍ ／ 秒 と な る よ う に 調 製 す る 。 好 ま し い エ ッ チ ン グ レ ー
ト は ０ ． ２ μ ｍ ／ 秒 ～ ０ ． ３ μ ｍ ／ 秒 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
次 い で 、 ウ ェ ー ハ 表 裏 面 を 機 械 研 磨 （ ラ ッ ピ ン グ ） し て ウ ェ ー ハ 表 面 の 平 坦 度 と ウ ェ ー ハ
の 平 行 度 を 高 め る （ 工 程 １ ３ ） 。 ラ ッ ピ ン グ に お け る ウ ェ ー ハ 表 裏 面 の 合 計 取 り 代 を １ ５
～ ２ ０ μ ｍ と す る こ と が 好 ま し い 。
ラ ッ ピ ン グ 工 程 １ ３ を 施 さ れ た ウ ェ ー ハ は ア ル カ リ 液 に よ り 洗 浄 さ れ る （ 工 程 １ ４ ） 。 ア
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ル カ リ 洗 浄 に よ る ウ ェ ー ハ 表 裏 面 の 合 計 取 り 代 は １ μ ｍ 未 満 で あ る 。 こ の 洗 浄 に よ り 機 械
加 工 の 汚 れ が 除 去 さ れ る 。 ア ル カ リ 液 と し て は 水 酸 化 カ リ ウ ム が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
次 に 、 複 数 の エ ッ チ ン グ 槽 に 酸 エ ッ チ ン グ 液 と ア ル カ リ エ ッ チ ン グ 液 を そ れ ぞ れ 貯 え 、 ウ
ェ ー ハ を 酸 エ ッ チ ン グ 液 と ア ル カ リ エ ッ チ ン グ 液 と に 順 次 浸 漬 す る （ 工 程 １ ６ ） 。 エ ッ チ
ン グ を 施 す こ と に よ り 、 ラ ッ ピ ン グ 工 程 １ ３ に よ り 導 入 さ れ た 機 械 的 な ウ ェ ー ハ 表 裏 面 の
加 工 変 質 層 を 完 全 に 除 去 す る 。 エ ッ チ ン グ 工 程 １ ６ は 酸 エ ッ チ ン グ １ ６ ａ の 後 に ア ル カ リ
エ ッ チ ン グ １ ６ ｂ が 行 わ れ る 。 ア ル カ リ エ ッ チ ン グ 液 の 濃 度 は ８ ｍ ｏ ｌ ／ ｌ 以 上 で あ る 。
ア ル カ リ エ ッ チ ン グ 液 の 濃 度 が 下 限 値 未 満 で あ る と 、 ウ ェ ー ハ に 形 成 さ れ る フ ァ セ ッ ト の
形 状 が 大 き く な る 、 更 に 大 き さ が 数 ミ ク ロ ン 以 下 で 深 さ が 十 か ら 数 十 ミ ク ロ ン 程 度 の 深 い
ピ ッ ト が 発 生 す る 、 表 面 粗 さ が 大 き く な る 不 具 合 を 生 じ 、 後 工 程 で 行 う 化 学 的 機 械 的 研 磨
の 研 磨 代 を 大 き く す る 必 要 が あ る 。 ア ル カ リ エ ッ チ ン グ 液 の 濃 度 は １ ０ ｍ ｏ ｌ ／ ｌ 以 上 が
好 ま し い 。 酸 エ ッ チ ン グ の エ ッ チ ン グ レ ー ト を シ リ コ ン ウ ェ ー ハ の 表 面 と 裏 面 を 合 わ せ た
合 計 で ０ ． ２ μ ｍ ／ 秒 以 上 と す る 。 酸 エ ッ チ ン グ の エ ッ チ ン グ レ ー ト は ０ ． ２ ～ ０ ． ８ μ
ｍ ／ 秒 が 好 ま し い 。
各 エ ッ チ ン グ 工 程 １ ６ ａ ， １ ６ ｂ の 間 に は 洗 浄 工 程 １ ７ を 行 う 必 要 が あ る 。 こ の 洗 浄 工 程
１ ７ を 間 に 入 れ る こ と に よ り 、 ウ ェ ー ハ に 付 着 し た 酸 や ア ル カ リ が 洗 い 落 と さ れ る た め 次
に 続 く 工 程 に お い て 、 前 工 程 の エ ッ チ ン グ 槽 か ら の 薬 液 の 持 込 み を 防 ぐ こ と が で き 、 薬 液
組 成 の 変 動 を 最 小 限 に 抑 制 す る こ と が で き る 。 エ ッ チ ン グ 工 程 １ ６ を 終 え た ウ ェ ー ハ は 、
洗 浄 さ れ ウ ェ ー ハ 表 面 に 付 着 し た 薬 液 が 洗 い 流 さ れ る （ 工 程 １ ８ ） 。
【 ０ ０ １ ６ 】
更 に 、 洗 浄 工 程 １ ８ を 終 え た ウ ェ ー ハ は 、 図 示 し な い が 、 片 面 研 磨 工 程 、 ウ ェ ー ハ 周 縁 の
面 取 り 面 を 鏡 面 研 磨 す る Ｐ Ｃ Ｒ （ Ｐ ｏ ｌ ｉ ｓ ｈ ｉ ｎ ｇ 　 Ｃ ｏ ｒ ｎ ｅ ｒ 　 Ｒ ｏ ｕ ｎ ｄ ｉ ｎ ｇ
） 工 程 、 熱 処 理 工 程 、 両 面 研 磨 機 を 用 い て 片 面 研 磨 す る 工 程 及 び 洗 浄 工 程 等 を 経 て デ バ イ
ス 製 造 プ ロ セ ス へ と 送 ら れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 述 べ た よ う に 、 本 発 明 の シ リ コ ン ウ ェ ー ハ の 加 工 方 法 は 、 単 結 晶 イ ン ゴ ッ ト を ス ラ イ
ス し て 薄 円 板 状 の ウ ェ ー ハ を 得 る ス ラ イ ス 工 程 と 、 ウ ェ ー ハ 表 面 を 研 削 し て 平 面 化 す る ラ
ッ ピ ン グ 工 程 と 、 ウ ェ ー ハ を ア ル カ リ 洗 浄 し て 機 械 加 工 の 汚 れ を 除 去 す る ア ル カ リ 洗 浄 工
程 と 、 複 数 の エ ッ チ ン グ 槽 に 酸 エ ッ チ ン グ 液 と ア ル カ リ エ ッ チ ン グ 液 を そ れ ぞ れ 貯 え 、 ウ
ェ ー ハ を 酸 エ ッ チ ン グ 液 と ア ル カ リ エ ッ チ ン グ 液 と に 順 次 浸 漬 す る エ ッ チ ン グ 工 程 と を 含
む 方 法 の 改 良 で あ り 、 そ の 特 徴 あ る 構 成 は 、 ス ラ イ ス 工 程 と ラ ッ ピ ン グ 工 程 と の 間 に ウ ェ
ー ハ を フ ッ 酸 及 び 硝 酸 を そ の 体 積 比 （ Ｈ Ｆ ／ Ｈ Ｎ Ｏ ３ ） が １ ／ ２ ～ １ ／ ８ の 割 合 で 含 む 酸
溶 液 に 浸 漬 し て 、 ウ ェ ー ハ 表 裏 面 に 形 成 さ れ た 加 工 変 質 層 を 除 去 す る と と も に ウ ェ ー ハ 周
辺 部 の 面 取 り を 行 う 工 程 を 含 む と こ ろ に あ る 。
こ の よ う に 従 来 施 さ れ て い た 機 械 的 面 取 り 工 程 に 代 わ っ て ウ ェ ー ハ を フ ッ 酸 及 び 硝 酸 を そ
の 体 積 比 （ Ｈ Ｆ ／ Ｈ Ｎ Ｏ ３ ） が １ ／ ２ ～ １ ／ ８ の 割 合 で 含 む 酸 溶 液 に 浸 漬 す る 工 程 を 施 す
こ と に よ り 、 加 工 変 質 層 の 除 去 と 面 取 り を 同 時 に 行 う こ と が で き る た め 、 加 工 工 程 を 簡 略
化 で き る 。 ま た 機 械 的 面 取 り 工 程 に 伴 う ア ル カ リ 洗 浄 工 程 を 抑 制 す る こ と が で き る た め 、
こ の ア ル カ リ 洗 浄 工 程 を 起 因 と す る 金 属 汚 染 、 特 に Ｃ ｕ 汚 染 が 低 減 さ れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の シ リ コ ン ウ ェ ー ハ の 加 工 方 法 を 示 す 工 程 図 。
【 図 ２ 】 従 来 の シ リ コ ン ウ ェ ー ハ の 加 工 方 法 を 示 す 工 程 図 。
【 符 号 の 説 明 】
１ １ 　 ス ラ イ ス 工 程
１ ２ 　 酸 溶 液 浸 漬 工 程
１ ３ 　 ラ ッ ピ ン グ 工 程
１ ４ 　 ア ル カ リ 洗 浄 工 程
１ ６ 　 エ ッ チ ン グ 工 程
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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